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ホームネットワークサービスおよびそのシステムの実証的検
証に関する研究

岡田 崇
北陸先端科学技術大学院大学

2011年 9月 22日

論文の内容の要旨

インターネットの普及により多種多様な機器がネットワーク化し,メーカーやコンテンツ事業者
がPCを始めこれらの機器に対して様々なサービスを提供するようになってきた．このようなサー
ビス提供の背景には,家庭内に構築されているホームネットワークの高度化と，ホームネットワー
クに対応した家電や機器が市場に増加して来たという要因が挙げられる．今後，サービスは更に
高度化し，状況に合わせた最適なサービスや履歴，蓄積したデータから予測を行うサービスなど，
単一のサービスや世帯のみでなく，複数のサービスや街レベルの情報が連携するようなシステム
が構築されていくと予想される．対象が大規模となる技術の検証には，実証実験かシミュレーショ
ンによる手法が用いられる．しかし，実証実験は時間やコストがかかり，実験規模，実験期間，網
羅的な検証が困難であるという利便性に欠ける問題がある．一方シミュレーションは，ホームネッ
トワークの多様性，複雑性という性質からモデルの精度に関する問題がある．これらの問題に対
し本論文では，数万世帯を再現する実証的ホームシミュレータを提案し，その精度を実測値によ
り評価し，更にシミュレータを用いた検証を２例示す．本シミュレータは，ホームネットワーク
の要素を住宅，家電，環境，電力，人の５要素に切り分け，要素間で相互作用する現象を再現可
能とした．また実世界とのインタフェースを持ち実システムと同時に実時間で動作することで高
い精度のシミュレーション結果を得ることができる．更に統計情報やパターンを指定し異なるパ
ラメータの実験を繰り返し実行することや，実世界と接続しない場合は複数の計算機を用い多数
の世帯を高速にシミュレート可能である．実証的検証例として，本シミュレータの環境要素の精
度を実験住宅 iHouseで計測した実実験のデータとその再現実験のシミュレーション結果より検証
し，高い精度でシミュレータ内に環境の再現が可能なことを確認した．また新規のHEMSの有効
性を本シミュレータを用い評価し，システムの消費電力量の削減効果に対する検討を行い，更に
消費電力量から家族の行動の推定を行った．本シミュレータにより，大規模な世帯を対象とした
ホームネットワークサービスおよびそのシステムの検証のみならず，様々な要因が関与する社会
システムを検証するシミュレーションの基盤を築いた．
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